















た物語である｡ それは, 後に詳述するとおり, 要素
ごとに分解し, それぞれの要素を加算や除算によっ
て得点化するのは難しい｡ 同じ投映法に分類される




















圧力分析｣ とは, 周知のとおり, 物語の主人公がほ
ぼ被検査者自身の姿を表しているという前提のもと
に成立している (Murray, 1943)｡ すなわち, 主人
公の持つ願望・意図・衝動といった周囲の環境に向
















TAT story characteristics: analysis and interpretation
TAKASE, Yuji (Meiji University)
In this study, the characteristics of Thematic Apperception Test (TAT) stories emerging from conven-
tional analytical methods are discussed and the contributions of the story analysis proposed by Suzuki
(1997) explained. By applying the conventional method, the difficulties in decomposing TAT story con-
tents were shown to be due to the nature of gestalt. Therefore, TAT story analyses will need to focus on
theme and plot without decomposing them into their elements. Furthermore, because TAT stories are suit-
able for content analysis, formal analysis alone cannot sufficiently grasp their meaning. Based on these
findings, a strategy for effectively using Suzuki's method is discussed.




いが ｢欲求｣ となり, 母親から寄せられる期待や,
実際に課せられる教育に束縛され, 自由にふるまえ
ないことが ｢圧力｣ となる｡ そして, この ｢欲求｣














































































は古くは, 坪内 (1984) であるが, 後年, これをよ
り詳細で包括的にまとめあげたのが安香・藤田
(1992) である｡ 彼らは, TAT物語を以下に示すよ
うな観点にそって分析するのが有効であると主張す
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のある物語が作れているか), (3) 現在, 過去, 将
来のバランスはとれているか, (4) 物語の結末は明
るいか, 暗いか, あるいは何も語られていないか,







ない｡ しかし, この方法にもやはり限界がある｡ こ














この 2人は恋人どうし｡ しかし, この女の世話焼





さて, 趣を大いに異にするこの 2つの物語を, 先
の形式的な観点から分析し比較してみると, 意外な
ほどよく似たものとなる｡ この 2つはいずれも, 絵
の中の主要 D領域 (すなわち, 男性像と女性像)
を取り入れた話となっているし, 筋に一貫性もある｡
また, いずれも現在, 過去, 将来のバランスはとれ
ているし, いずれの結末も, 男が自己愛的に (ある
いは利己的に) ｢女を振り切る｣ という, さして
｢明るく｣ も, さりとて ｢暗く｣ もないものである｡




うとする男となだめる女｣ (物語 1) と ｢積極的に
迫る女とそこから逃げたい男｣ (物語 2) という,
安香・藤田の言うところの ｢筋・主題｣ (p. 38) の






























許さない, 制約の多い課題である TATでは, 内容
こそが被検査者に接近しうる主たる情報源なのであ






































が決まると, 筋 (プロット) が方向づけられる｡ さ














｢apperception (統覚)｣ の原義とは, ｢既に獲得し
ている知識や観念の主体に照らし, 意味を理解する













扱われるべきか｡ さらに, 元来, 心理検査とは,
｢被検者の行動やその成果を所定の観点から一定の
標準に照らして質的あるいは量的に記述する方法｣









彼のいう ｢物語分析｣ (鈴木, 1997) である｡ 鈴木
は, TATの物語に示された状況を ｢マレーのよう
に 『欲求』 と 『圧力』 に分解せず, 全体的に捉える
立場｣ をとり, ｢TATの物語を一つのパターンをな
すものとして丸ごと把握するという姿勢｣ に徹した




















































































し, その一方で, 女性の影は薄く, 非力であり, 必
死の懇願もまったく聞き入れられていない｡ すなわ




















木, 1997)｡ その視点に立って, この反応を改めて




























(1) 反応 (物語) の筋を抽出する｡ つまり当該反
応を要約する｡
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